
大規模太陽光発電施設の設置に係る
現状と対応策について

令和５年８月２５日 福島市環境部環境課

資料１
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本市では2021年2月25日に「福島市ゼロカーボンシティ宣言」を行い、2023年8月
には「福島市脱炭素社会実現実行計画」を改定し、2030年度の温室効果ガス排出量
の削減目標を55％に引き上げました。
目標の達成には、省エネルギー化・省資源化とともに、再生可能エネルギーの導

入が必要不可欠です。一方で、事業者が進める大規模太陽光発電設備の設置につい
ては「景観の悪化」や「地域の安全安心」について、市民から心配の声が多く寄せ
られている状況です。

出典 「環境省 脱炭素ポータル」

私たちが、市民生活の安全安心を守り、
ふるさとの景観を宝として次世代に守り
継いでいくため、本審議会において、災
害が危惧され、誇りである景観が損なわ
れるような山地への大規模太陽光発電施
設設置に関し、現状と課題、さらには市
としての方針を提示します。

はじめに
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本市の再生可能エネルギーの現状と展開（１）～福島市脱炭素社会実現実行計画より～

本市では、再生可能エネルギー発電設備

の導入が進んでおり、発電電力量は年々増

加しています。

市内で産出される再生可能エネルギー発

電電力量は、653GWh/年（2021年度実績、

福島市環境課推計）となっており、大規模

水力発電やあらかわクリーンセンター等の

廃棄物発電に加え、市民や事業者による太

陽光発電が増加しています。

今後、新たな太陽光発電や風力発電等の

稼働が見込まれることから、再生可能エネ

ルギーによる発電電力量は増加していくも

のと考えられます。
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１ 再生可能エネルギーの現状



本市の再生可能エネルギーの現状と展開（２）～福島市脱炭素社会実現実行計画より～

2050年度のゼロカーボ

ンふくしま市を目指し

て、再生可能エネル

ギーの積極的な導入や

省エネルギー・省資源

化など取組を進めてい

くことが必要。
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２ 再生可能エネルギーの施策

2013年度 2022年度 2030年度

(H25) (R4) (R12)

基準年度 実績 目標値

429,506 729,731

1,824,452 1,758,911

23.5% 41.5% 63.0%エネルギー自給率（Ａ）／（Ｂ）

（単位：千kWh）

区分

再生可能エネルギー発電量（推計）（Ａ）
脱炭素計画

福島市の電力消費量（Ｂ）

４ 将来像「ゼロカーボンふくしま市」を目指した取組

３ エネルギー自給率の状況



大規模太陽光発電施設の設置に係る本市の現状と課題（１）

１ 定格出力1MW以上の太陽光発電施設26施設の状況
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○市内の太陽光発電施設は全部で103施設（未完成含む）

うち、定格出力１MW以上 26施設（未完成含む）

※26施設の位置は左図参照

（令和5年8月14日時点）
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（1）景観について

大規模な林地開発による山肌露出の状況 山地斜面に設置されたパネルの状況

大規模太陽光発電施設の設置に係る本市の現状と課題（２）

２ 大規模太陽光発電施設の設置による課題

現在工事が進められている予定地。広範囲にわたり
森林が伐採され、地肌が露出している。

吾妻山麓の斜面に設置された
大規模太陽光発電施設のパネル
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（2）安全安心について

法面崩落による土砂流出の状況 豪雨による道路への泥水流出の状況

大規模太陽光発電施設の設置に係る本市の現状と課題（３）

大規模太陽光発電施設の法面崩落による土砂流出 豪雨により大量の泥水が流れ込み、道路の路面に
土砂が流出
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大規模太陽光発電施設の設置に係る本市の現状と課題（４）

ガイドラインに基づき、事
業者に対して法令順守、地域
住民等との調和を求める

➡必要に応じ、行政指導を
迅速かつ柔軟に実施

３ 太陽光ガイドラインの運用について

宣言による意思表示

大規模な太陽光発電施設の設置

「ふるさとの景観」や「安全安心」
の面で懸念すべき事案が発生

一方、適法な手続きがなされ、
ガイドラインでは抑えられず
事業化されるケースも

（例：農地転用や林地開発
許可など）

市の対応策・方針を発信
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宣言（案）

吾妻連峰と阿武隈高地に囲まれた盆地に、信夫山や花見山などの里山が点在し、花やくだ

もの畑が広がる田園風景は、福島市民の誇りであり、心に刻み込まれたふるさとの光景です。

しかしながら、山あいに大規模太陽光発電施設の設置が相次ぎ、森林の伐採や用地造成に

よって、景観が悪化してきています。そればかりか、保水機能の低下によって災害の発生が

危惧され、地域の安全性に対する市民の懸念も高まっています。

私たちは、市民生活の安全安心を守り、ふるさとの景観を地域の宝として次世代へ守り継

いでいかなければなりません。

福島市は、災害の発生が危惧され、誇りである景観が損なわれるような山地への大規模太

陽光発電施設の設置をこれ以上望まないことをここに宣言します。設置計画には、市民と連

携し、実現しないよう強く働きかけていきます。

一方、地球温暖化の防止は、私たちの未来を守る喫緊の課題です。「福島市ゼロカーボン

シティ宣言」に掲げる２０５０年度の温室効果ガス排出量実質ゼロを目指し、徹底した省エ

ネルギー・省資源化に取り組むとともに、次世代技術を導入しながら、本市の実情に応じた

再生可能エネルギーの取組を積極的に進めていくことを合わせて宣言します。

※宣言（案）と併せて、今後ガイドラインの見直しも検討
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